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全員集合ガイダンス
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10：00～
大講義室



鉱物学
准教授 栗 林 貴 弘 (内6650）

准教授 長 瀬 敏 郎 (内6652)

資源・環境地球化学
教 授 掛 川 武 (内6660）

教 授 渡 邉 由 美 子
(グローバルラーニングセンター)

准教授 古 川 善 博 (内3453）

助 教 石 田 章 純 (内5789）

初期太陽系進化学
教 授 中 村 智 樹 (内6651)

講 師 中 嶋 大 輔 (内5903)

助 教 松 本 恵 (内5789)

量子ビーム地球科学
准教授 鈴 木 昭 夫 (内6663)

助 教 坂 巻 竜 也 (内6666)

技術補佐員 小 畑 和 子 (内6663)

火山学・地質流体研究
教 授 中 村 美千彦 (内7762)

准教授 奥 村 聡 (内7764)

助 教 無 盡 真 弓 (内7763)

地殻化学
（東北アジア研究センター）（内6009)

教 授 辻 森 樹 (内3614)

准教授 平 野 直 人 (内3618)

助 教 後 藤 章 夫 (内6272)

助 教 宮 本 毅 (内7477)

学術研究員 吉 田 聡 (内6272)

グローバル結晶科学
教 授 大 藤 弘 明 (内6658)

技術補佐員 小 畑 和 子 (内6663)

地球惑星物質科学講座教職員名簿（2024年度）



連携・委嘱分野 地球内部反応
海洋研究開発機構

教 授(客） 鈴 木 勝 彦

宇宙航空研究開発機構

准教授(委） 小 川 和 律

産総研地質調査総合センター

准教授(委） 宮 城 磯 治

地学専攻事務室
事務補佐員 石 森 優 樹 (内6636)

地学専攻技術室
統括技術専門員 根 本 潤 (内6629)

技術専門員 伊 藤 嘉 紀 (内6670)

技術専門職員 川 野 部 裕 之 (内6670)

技術専門職員 阿 部 道 彰 (内6670)

学科委員室
事務補佐員 阿 部 亜 佑 美 (内6667)

学際科学フロンティア研究
所

助 教 Daniel Pastor-Galán (内6236)

国際共同大学院

教 授 McDONOUGH, William

助 教 小 澤 信 (内6687)

卓越大学院
学術研究員 林 謙 一 郎 (内5786)

助 教 新 谷 直 己 (内7763)

助 教 白 石 令 (内6687)

客員研究者・学術研究員
客員研究者 吉 田 武 義 (内6643)

客員研究者 塚 本 勝 男 (内6661)

客員研究者 大 谷 栄 治 (内6662)

特任研究員 長 足 友 哉 (内6687)

地球惑星物質科学講座教職員名簿（2024年度）



理学部・理学研究科から学生への周知は，「理学研究科事務
棟２階掲示板」「学務情報システム」「理学部・理学研究科ホー
ムページ」に掲載するので，それぞれを定期的にチェックし，確
認漏れが無いように注意してください。

理学部・理学研究科からの周知方法について

➢ 学生への周知は，「学務情報システム」の掲載がメインとな
ります。 「理学研究科事務棟（H-11）２階掲示板」「理学部・
理学研究科ホームページ」と併せて必ず確認してください。

➢ 学生あての電子メールは「東北大学学生用電子メールサー
ビス（DCメール）」のアドレスへ送信するので，定期的に必ず
確認するようにしてください。

         ⇒転送設定の利用がお勧め



Net予約：4/12-5/7





学部学生による大学院授業科目の先行履修に関して

地学専攻の学部学生は、一定の条件を満たせば，大学院授業
科目の先行履修が可能です。以下、履修資格（一部抜粋）です。

1. ４年生で博士課程前期に入学を希望し、大学院授業科目を
先行履修することが教育上、有益であると認める者。

2. 卒業要件の124 単位のうち、課題研究」 10 単位とセミナー
を除いた、110 単位が取得済みで、かつ履修したすべての
科目（教職科目等も含む）の成績から算出されるGPA が
3.0以上の者。

3. 指導教員が優秀と認めた者。

詳細は、先行履修に関するpdf資料を参照のこと。



研究データの管理とラボノートについて

研究成果の客観性、再現性を確保するため、研究者は研究
データの記録と管理・保存をしっかりと行うことが必要。

詳細は、研究データの管理とラボノートについてのpdf資料を参照のこと。

1. 日頃から研究試料やデータの整理を心がけ、試料名やノートの記
載などは、他人が見てもわかるような説明的なものにしておく。

2. 論文出版後もデータの再現性を保証できるよう、岩石鉱物試料や
出発物質・実験産物・実験条件の記録や生データなどは、論文の
責任著者あるいは指導教員が管理しておく。

3. 研究で得られた知見を論文等で公表できるようにするため、（自分
の在学中には論文投稿できなくとも）卒業時には、必要な試料や
データをわかりやすい形に整理して、指導教員に引き継ぐこと。

4. ラボノートをうまく活用して、日ごろから研究の進捗を詳細に記録
すること。（成果の独自性や研究不正がないことの証明）













大学院進学の強み



変動地球共生学卓越大学院プログラム（SyDE）



環境・地球科学子国際共同大学院プログラム（GPEES）



博士後期課程学生挑戦的研究支援プロジェクト



【参加許可要件】
申告制。学業（研究や授業）に支障がないことを指導教員や学科長と

確認し、参加について承諾を得る必要がある。

【 インターシップ願の提出先】
• 地学教務窓口（tigaku-kyom@grp.tohoku.ac.jp）まで指導教員

と阿部さんをccに加えメールで提出。（教員の押印は不要）

【書類の入手先】
地学専攻ＨＰの内部限定ページからダウンロード

【備考】
• インターンシップよりも授業、実習を優先すべきであり、学業に
支障が出ないよう注意。

【終了後】
• インターシップ報告書を提出する。
 （提出先は「インターシップ願」と同様）

共通

提出・要回答事項

「インターンシップ願」の事前届出は必須

mailto:tigaku-kyom@grp.tohoku.ac.jp


➢ 地学専攻の2024年度キャリア支援委員は武藤先生（地圏）、

栗林先生（地惑）です。就職の相談等は各先生へ申し出る。

➢ 地学専攻に届いた求人資料やパンフレットは、地学専攻事務

室向いの棚にリスト番号順に設置。自由に閲覧できる。

➢ 川内キャンパスにあるキャリア支援センターにて、就職相談、

エントリーシート作成の指導などを行なっているので活用し

てください。

  http://www.career.ihe.tohoku.ac.jp/

➢ 理学博士のための就職支援「サイト ビズ・リガク」

  https://biz.sci.tohoku.ac.jp/

共通就職関係：１（支援・情報）



➢ 求人で地学専攻並びに学科枠の推薦のあるものは、事前に必

ずキャリア支援委員に申し出て、他推薦者の有無を確認し、

推薦の許可を得てから申請する（事後承諾は難しい場合が多

い）。

➢ 内定の条件として、あるいは内定後に「確約書」や「誓約

書」の提出を求められた場合、対応しません。

➢ 「学校推薦」を求められた場合，専攻および学科からの推薦

人数を超えない範囲で対応します。「学校推薦」の上限数を

超えた場合、成績の上位者を推薦します。

➢ 就職活動にあたり、 学生のみなさんには企業との信頼関係を

考慮した対応を要請します。信頼に反する行為をした場合、

迷惑は後輩達が負うことになります。

共通就職関係：２



学外にて研究活動を行う学生は、事前に指導教員の許可を
得たうえで活動内容等の情報を申告する必要があります。
学外研究活動計画書について、地惑ではGoogleフォームより
回答（提出）できるようにしています。

学外研究活動計画書のGoogleフォームでの回答（提出）について

https://forms.gle/yY4nU799yEuspib66

従来通り、紙媒体もしくはWord ファイルでの提出も受け付け
ています。不明点があれば、地惑学科委員室 阿部さんまで。

https://forms.gle/yY4nU799yEuspib66


令和6年度（2024年度） 地球惑星物質科学科 予定表



令和6年度（2024年度） 地球惑星物質科学科 予定表



1. ３年次前期の野外調査演習の単位が習得できないものは、
３年次の夏期フィールドセミナーを履修できない。

2. ３年次末までに夏期フィールドセミナー、および卒業に必要
な科目１０単位以上を未習得のものは課題研究のための分
野配属を認めない。必要条件を充たした時点で改めて分野
を決定する。

3. ４年次における課題研究の分野の決定に関しては別紙参照。

分野配属に関する注意事項
（２０１４年３月改訂）

令和5 年度版（参考資料）



① 配属される3年生の人数が20名以下の場合は1分野（または１研究室）4名
を上限とする。人数が21名以上の場合，1分野（または１研究室）5名を上
限とする。

② 学生配属に関する「分野」（または研究室）の定義は教員会議で定めたもの
にする。教員の異動退職などによって、学生配属に関する「分野」（または
研究室）の定義が一時的に変わることがある。

③ 教員の異動退職を控えて卒業論文の指導が困難と判断された場合などは、
教員会議の承認のもとに受け入れ可能な学生数上限を２名程度とする分
野（または研究室）もありうる。

④ 分野配属の希望調査と内定は２月上旬に行う。③の事態が生じた場合は、
希望調査前に学生側に連絡する。

⑤ 分野配属希望数が上限数を上回った場合は、基本的に学生間で調整する。
調整がうまくいかず、①の例外が認められない場合は、成績などの客観的
資料をもとにして、教員会議の責任において第二あるいは第三志望分野に
配属となる場合がある。

⑥ 志望表提出前に配属希望分野の教員の承諾を得ること。

４年次学生の分野配属に関して
（令和2年12月教員会議）



学位論文については、最終発表前に論文を提出することとなります。

 修士・博士 （令和 6年 12月 20日（金）午後2時 〆切）

 学士（令和 7年 1月 20 日（月）午前10時 〆切）

また、発表時間は以下のとおりです。時間を厳守して下さい。

  発表時間＋討論（分）

博士： 45 + 30 = 75

修士： 25 + 10 = 35

学士： 25 + 10 = 35

上記発表については、今後変更となる可能性もあります。

学位論文の提出・最終発表について

（2020年11月改訂）



連絡先情報（Googleフォーム）登録のお願い

（すでにご登録頂いた方、ご協力ありがとうございました。）
まだの方は、4/15(月)までに入力してください。
URLは、後ほど阿部さんからメールで再周知もしていただきます。

地球科学系・地学専攻として、万一の場合に備え、各人の連絡
先を確認していますので、学務情報システムの登録状況に間
違いがないか確認をお願いします。



3年生 修士1年生

https://forms.gle/gsKwL6YxoasyUjWH8 https://forms.gle/9x5CBARUJC7RbJbXA

学習状況・進路希望アンケート
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